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コロナ禍での活動報告

この事業では、長久手市と市内の4大学が協定を結び、社会貢献/教育活動支援/
研究推進/拠点整備の4つのビジョンに基づく取り組みをおこなっています。
昨年度は、市内で活動する学生・市民団体を中心に声をかけ、横断的な交流を目的

としたワークショップを開催しました。
今年度はコロナ禍ということで、対面での活動が自粛となりました。また、地域

では「子ども食堂」をおこなうことができず、必要としてきた家庭にとって「子ども
食堂」に行けないことが問題となりました。NPO法人楽歩さんと連携しておこなっ
た、「長久手子ども食堂」では、希望する家庭へのごはんパックの配布と学生たち
による子ども向けのオンライン栄養教室を開催しました。3回の開催で35件ほど
の家庭にごはんパックが届けられました。

ビジョン4Uワーキング

オンライン同士での会話で上手くコミュニ
ケーションが取れるか、子どもたちが栄養に
ついて理解できるか不安でしたが、子どもた
ちの反応もよく楽しく食育をすることが出来
ました。この活動で子どもたちが少しでも食
に興味を持ち、食べることへの大切さを理解

してもらえると嬉しいです。今後も対面での
活動はもちろん、オンラインでの活動を通し
て食の大切さを伝えていきたいと思います。

健康医療科学部　2年　梅津　真衣 
健康医療科学部　2年　神谷　結衣

福祉
愛知医科大学の学生と共に瀬戸市の子

どもたちに向けて、家庭で学び楽しめるキッ
トを送る活動をおこないました。コロナに
より人と会う機会が少なくなってしまった
けれど、この活動に参加してくれた子ども
が少しでも人とのつながりを感じられたら
と思い活動に参加しました。私自身活動
に参加したことで、どのような情勢であっ
ても同じ想いを持っていれば、新しく出会
い共に活動ができることを知り、この先ど
のように社会が変化していくかわからない
けれど想いを持ち続けることを大切に進ん
でいきたいと思うことができました。

福祉貢献学部　4年　驛田　彩音

子ども食堂

連携先：NPO法人楽歩
大原 様

　今年は新型コロナウイルスの影響で子どもたちと調理をして
交流する、食事を楽しむということができませんでした。代わ
りに、「会えないけれど自宅に想いを届けたい」と学生さんが
様々なアイデアを考え、実行してくれました。コロナが終息し
て、また例年通りの「子ども食堂」ができるようになったら、様々
な学生さんと子どもたちがつながりながら、地域を支えてくだ
さるとありがたいです。

参加者のベトナム人技能実習生のロイさんからの手紙
こんにちは。ロイと申します。
最近、新型コロナウイルス感染のせいで、
わたしの生活は困まりました（困りました）。
おかげさまで、徳林寺神社（徳林寺）から
助けてもらいました。
徳林寺に（で）先生にあいました。先生
が日本語を教えてくれました。

じゅうきょ（授業）はたのしかったけど
わたしはもうすぐかえります。
先生のじゅうぎょ（授業）にさんがないです
（授業に参加できなくて）。さびしいです
先生はほんとにありがとうございます。
先生とかよくはいつもげんきとしあわせ
するように（いつまでも元気で幸せでい
てください）…（原文ママ）

2020年7月半ばから、コロナ禍で帰国できず
名古屋市天白区の徳林寺に滞在するベトナム人
技能実習生の方たちと毎週オンラインで日本語交

流をおこなっています。リモートの活動なので、現
場の空気感が読み取れない事に時々苦脳します。
しかし、現場のスタッフさんが丁寧に情報共有し
てくださるので、それを頼りに状況把握をしてい
ます。コロナ禍でもできることがあれば、という
思いから参加した活動でしたが、私自身多くのこ

とを学びました。技能実習生の
方たちの実状を知り、声を聴き、
彼らを取り巻く環境に問題があ
ると強く感じました。そして、こ
のことを多くの人に知ってもら
いたいと思うようになりました。
交流文化学部　4年　水谷　麻美

ベトナム人技能実習生さんへの
オンライン日本語教室

国際協力

1.3　長久手市4大学連携事業















学生スタッフの活動
学生スタッフは、同じ学生という目線から、学生の持

つ様々な思いを形にする重要な役割を担っています。
会話を通して、一人ひとりの個性を活かし、新たな

チカラを共に発見するお手伝いをしています。
また、ボランティア紹介業務だけでなく自ら企画な

どもおこなっています。
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2020年度　学生スタッフ

2020年度の主な活動

星が丘キャンパス
青砥　祐太 （交流文化学部4年）
松浦　実咲 （グローバル・コミュニケーション学部4年）
水谷　麻美 （交流文化学部4年）
伊藤　菜々子 （交流文化学部3年）
三浦　真梨乃 （交流文化学部3年）

長久手キャンパス
驛田　彩音 （福祉貢献学部4年）
唐田　宏樹 （福祉貢献学部4年）
川口　紗奈 （創造表現学部4年）
梅津　真衣 （健康医療科学部2年）
神谷　結衣 （健康医療科学部2年）
北村　紗英 （人間情報学部2年）

2020年  4月 CCC labo　1年生に向けた記事の更新

2020年  6月22日～7月13日 オンライン新入生歓迎会
大学祭実行委員会と共同（クラブ・同好会・CCC学生団体）

2020年  9月11日、14日 CCCオンライン新入生歓迎会　（CCC学生団体）
2020年10月11日
　　　  11月21日、12月13日 オンラインコラボメッセ

2020年10月、11月 ボラみみより情報局×学生スタッフ
ボランティア情報誌『ボラみみ』11・12月号、1・2月号の特集紙面の作成

2020年12月16日、23日
2021年  1月12日～14日、27日 学生スタッフ企画「つまみーの」の開催

2021年  3月22日 学生スタッフ活動発表会

当初は報道等で、大学生の現状にあまり触れられ
ず、私たちが『いま』何を感じているのか伝えたいと
考えました。そして、この状況に対して前を向くこ
とができている人も、そうでない人も、読んでいた

だくことのできるメッセージを込めたいと話し合っ
たことを強く記憶しています。想いを発信する機会
をいただいたことに感謝です。

ボランティア情報誌『ボラみみ』特集紙面  ～567（コロナ）ランナーズ～の作成

福祉貢献学部　4年　唐田　宏樹

※活動のイメージを伝えるために，コロナ禍前の写真を用いております

オンライン上での新入生との交流から、大学生という実感
がなく、情報過多と孤独に苦しむ現状を知りました。そこで、
学食やサークル等を紹介し大学生活を想像してもらうこと
や、教科書の購入や大学がおこなう教育支援等の重要な情報
を伝えることを目的に、新入生に向けて発信することにしま
した。本企画を通して、学生だからこそ伝えられることは何
かと自問自答する重要性を認識し、行動すること=困難を抱
える他者の解決に向けた最適解の提示であると感じました。

今年のコラボメッセは初のオンライン
開催でした。そのため例年通り参加者全
員で歌えなかった悲しさがあったのと同
時に、これまで当たり前に一堂に集まっ
て同じ雰囲気や感動を共有できていたこ
とのありがたさも実感できました。
そして、一刻も早く「オンラインコラボ
メッセってあったね」と笑って過ごせる
コラボメッセが訪れて欲しいと強く感じ
ました。

交流文化学部　4年　青砥　祐太創造表現学部　4年　川口　紗奈

CCC laboの記事作成
～1年生のためにできることは？～

コラボメッセ第3部
～CCC＠homeライブ～
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2020年度は、誰もが予想しなかったコロナウイ
ルス感染症が流行し、これまでの対面での活動が
できなくなりました。しかし、「困っている人のた
めに何かやりたい」という強い気持ちで、新しいこ
とを次々と創出し活動できた１年になりました。
試行錯誤しながら、本活動報告書に掲載した、

郵送やオンライン環境での活動を企画して実施し
ました。対面でなくても、人と人とのつながりを
感じ、温かい気持ちになれたことは感慨深いもの
でした。これらの取り組みは広く認められ、テレ
ビ局や新聞社の取材を何度も受けるようになりま
した。コロナ禍は大きな壁でしたが、学生がそれ

を乗り越えて地域活動・社会貢献できたことは、
学生にとって大きな力、そしてたからものになっ
たと思います。
これも、地域の皆様、企業・団体・行政の皆様、
学内外の教職員の皆様より、貴重な機会を与えて
いただいたおかげです。ここに深く感謝いたしま
す。今後も、ご指導・ご協力を賜りますようお願
い申し上げます。

コミュニティ・コラボレーションセンター
センター長　森　博子

（人間情報学部　教授）

センター長より

2020年度　全体講評6

初めてボランティアを募集される方へ
当センターでは、ボランティア募集情報の取り扱いについて、「ボランティア情報の取り扱
いに関する方針」を基本としています。
ボランティアを募集される場合は、まずはHPでご確認いただき、お電話でご連絡ください。
URL: https://www.aasa.ac.jp/institution/ccc/volunteer/01.html

２０20年度 ＣＣＣ運営委員

●委員長　　森　　博　子 （人間情報学部）
三　和　義　武 （文学部）　
大　崎　園　生 （心理学部）
村　上　泰　介 （創造表現学部）
山　本　周　史 （健康医療科学部）
中　村　弘　佳 （福祉貢献学部）
ブイ   チ  トルン （交流文化学部）
武　田　佑　太 （ビジネス学部）
KHALMIRZAEVA Saida （グローバル・コミュニケーション学部）
高　森　順　子 （コミュニティ・コラボレーションセンター）

スタッフ

●長久手キャンパス
内山　  恵
 沖　 直子

山本　  愛
加藤　由里子
西島　遊美

●星が丘キャンパス
秋田　有加里
石塚　千夏
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CCCでの活動を通してさまざまな方と出会い、た
くさんの温かさを与えてもらいました。それが活力
となりさまざまな活動に挑戦し、かけがえのない経
験をすることができました。これは私の大学生活で
最も誇らしいことです。今までたくさんの人から受け
取った温かさを、次は私も地域の大人として周りの人
へ繋いでいきたいと思います。

福祉貢献学部　4年　驛田　彩音

その人、境遇を知るには、現場に行き、肌で感じる
ことの大切さを学びました。なによりも人が温かく、
本気の大人に会わせたいと言ってくれた小島先生、
スタッフの秋田さんがその1人です。4年間、ボランティ
アでできることはちっぽけなことでした。ですが、そ
こから他人事を自分事のように考えるという温かい
心をCCCから学びました。
グローバル・コミュニケーション学部　4年　松浦　実咲

卒業する学生スタッフの言葉

今年度卒業をする学生スタッフによる、4年間の活
動を振り返った「学生スタッフ活動発表会」をおこな
いました。
それぞれの分野で活動をした4名の先輩（国際協力
分野：松浦実咲さん・水谷麻美さん、福祉分野：唐田
宏樹さん、青少年分野：驛田彩音さん）から、後輩た
ちへ“ボランティアを通して、人と関わる楽しさを感
じた”“言葉が通じなくても、心がつながれば人がつ
ながれる” “楽しいことだけでなく、葛藤したことも
あった”“「私だからできること」を大切にする”など
の思いが伝えられました。

学生スタッフ発表会

4年生の活動発表を聞き、私はボランティア活動の
中に楽しさや嬉しさがある一方で、葛藤や悩みもある
ことを知りました。そして、それらが自分自身を成長さ
せる糧になっていると思いました。私も先輩方のよう
に、自分の成長につながる活動をおこなっていきたい
です。

人間情報学部　2年　北村　紗英

参加学生の声▶講評 
（元トヨタ自動車ボランティアセンター長　鈴木　様より）

何かを成し遂げようという姿勢が素晴らしいです。
学生さんの強みはフットワークとチームワーク。活動
はやってみないとわからない。きっかけは何でもいい
から挑戦してみるべきだと思います。何事も、小さい
ことが重なって大きな力になるので、どんどんチャレ
ンジしてほしいです。

2322


